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1．はじめに
近年、コミュニケーション能力の育成を重視
する英語教育において、音声指導への関心が高
まっている。ベネッセ教育総合研究所が発表し
た「中高の英語指導に関する実態調査2015」によ
れば、中学校・高校の英語教員3935名にアンケー
トを行った結果、授業中の指導方法として教員
が「よく行う」「ときどき行う」と答えた割合が
最も高かったものが「音読」（中学校98.1%、高校
94.7%）であった。また、それに次いでよく実施
されているものが「発音練習」（中学校96.2%、高
校92.3%）であり、「文法の説明」（中学校96.1%、
高校89.4%）よりも上位であったことを踏まえる
と、現代の英語教育において音声指導がかなり
重要視されているという現状が伺える。そこで本
稿では、日本人英語学習者の音読音声を、ピッ
チ（音の高低）に焦点を当ててネイティブスピー
カ （ー以下、NS）の音声と比較し、日本人英語学
習者の音読に見られる特徴と今後必要とされる音
読指導について考察したい。
2．先行研究と本調査の目的
日本人英語学習者に対する発音指導における
ピッチの重要性はいくつかの実践的研究にお
いて示されている。例えばYabuuchi… and…Satoi
（2001）は、日本人英語学習者に英文を音読さ
せ、10人のNSによる評価が特に高かった学生、
低かった学生、平均的だった学生をそれぞれ2名
ずつ抽出し、そのF0（fundamental… frequency：
ピッチを表す）と読むスピード、休止の長さなど
について分析している。結果として、F0の最大
値や幅が大きい音読、速く読まれる音読、また文
と文の間の休止が節やフレーズ間の休止よりも長
い音読が高評価を得たと報告している。
また金丸（2013）によれば、中学生に対して約
1年間プロソディーを重視した発音教育を行い、
事前テストと事後テストの音声をNSが査定した
ところ、母音の弱音化や連結、同化などの点につ
いて伸び率が特に高く、指導の成果が認められ
た。しかし一方で、一般的な平叙文で文末の語の
音が下がるイントネーション（下降調）に関して
は、事後テストの音声においても下がり方が十分
ではないという指摘をNSから受け、日々の授業
において強勢箇所を意識させるだけでなく、音を
しっかりと下げて読む練習も取り入れることを提
案している。
Kashiwagi… and…Snyder（2010）は、日本人大
学生20名の音読をアメリカ人と日本人がそれぞれ
評定したところ、intelligibility（理解度）に関し
ては、アメリカ人評定者の場合は母音が、日本人
評定者の場合は母音に加えて話す速度とピッチ幅
が重要な要素であったと報告している。
これらの先行研究の結果から、日本人英語学習
者の音読に関してはピッチの幅が広い方が、つま
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り音の高低差をつけて読むほうが、より良い音読
として評価される傾向にあると言える。しかし
一方で、そもそも日本人英語学習者の音読にはど
ういった問題点や特徴があるのかという点につい
て、具体的な分析を通して示された研究はあまり
見られない。そこで本稿では、比較的簡単な英文
を用意し、教員からの発音指導をほとんど受けて
いない状態で学習者が音読した音声を分析し、そ
のピッチの特徴から今後必要と思われるプロソ
ディー教育方法について検討したい。
3．調査協力者と調査の手順
　本調査の協力者は15名の日本人女子短期大学
生である。調査の前に行ったアンケートにおい
て、「自分の英語の発音に自信がありますか」と
いう問いに対し「とても自信がある」から「全く
自信がない」までの5段階から回答を選択させた
結果、15人中10人が「全く自信がない」、4人が
「あまり自信がない」、1人が「どちらとも言えな
い」を選択しており、英語の発音に対して自信の
ない学生がかなり多いことが伺える。今回調査に
用いた英文は、実用英語技能検定3級二次試験の
問題サンプルとして公益財団法人日本英語検定協
会HPに掲載されている以下の文章である。
調査の手順として、まず学生全員に上記の英文
が印刷された紙を配布し、各単語の読み方、単
語や文の意味などについて説明を行った。その
後、学生全員が教員の後に続けて一文ずつ英文
を音読する一斉音読練習を 5回繰り返した。そ
の際、学生に対して音の高低（イントネーショ
ン）やスピードについて注意を喚起するような
指導は一切行わなかった。最後に学生から文章
の意味や単語の発音についての質問を受け付け、
全員がそれらについて理解したことを確認した
のち、一人ずつ別室にて文章の音読をさせ、そ
の音声を録音した。また、イギリス出身のNS
（女性）に同じ文章を音読してもらい、その音
声と学生の音声を比較した。音声分析にはPraat
（Boersma&Weenink,…2011）を用いた。
4．分析結果と考察
分析においては音読用文章を以下の 4つのパー
ト（Ⅰ～Ⅳ）に分け、各パートにおけるピッチの
最大値、最小値、ピッチ幅（最大値から最小値を
引いたもの）、発話時間について調べた（表 1～
4）。また、学生は英文のどの部分を高く読む傾
向があるのか調べるため、各パートにおいて学生
が最も高いピッチで読んだ単語（ピッチの最大値
を示した時点で発音されている単語）とその人数
をまとめた（図 1～ 4）。
There are many kinds of radio programs.  People often enjoy listening to sports or their favorite songs.
People can learn English and other languages from the radio, so it is very useful.
パートⅠ　There are many kinds of radio programs.
パートⅡ　People often enjoy listening to sports or their favorite songs.
パートⅢ　People can learn English and other languages from the radio
パートⅣ　so it is very useful.
22
平成27年度 第48号仁愛女子短期大学研究紀要
ピッチ（Hz)
時間(s)
最大値 最小値 幅
NS音声 　 275.67 129.14 146.53 2.49
学生音声 
(n=15)
平均値 272.33 185.29 87.03 5.98 
標準偏差 18.35 30.05 25.76 0.95 
ピッチ（Hz)
時間(s)
最大値 最小値 幅
NS音声 　 261.71 135.1 126.61 4.15
学生音声 
(n=15)
平均値 280.79 175.25 105.54 8.98 
標準偏差 27.43 42.82 37.60 2.63 
ピッチ（Hz)
時間(s)
最大値 最小値 幅
NS音声 　 327.01 122.23 204.78 3.73
学生音声 
(n=15)
平均値 281.44 180.73 100.71 9.52 
標準偏差 57.68 35.58 58.96 2.40 
表1．パートⅠにおけるピッチの値と発話時間
表2．パートⅡにおけるピッチの値と発話時間
表3．パートⅢにおけるピッチの値と発話時間
図1．パートⅠにおいて学生が最も高いピッチで読んだ単語とその人数（人）
（＊はNSが最も高いピッチで読んだ単語を示す）
図2．パートⅡにおいて学生が最も高いピッチで読んだ単語とその人数（人）
（＊はNSが最も高いピッチで読んだ単語を示す）
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4.1　ピッチについて
各表においてNS音声と学生音声の平均値を比
較すると、ピッチの最大値については、パートに
よってNS音声に近いもの（Ⅰ）や、NS音声より
も高い値を示しているもの（Ⅱ）などがあるが、
最小値は全てのパートでNS音声よりも学生音声
の平均値の方が高い値となっている。先述したよ
うに英語の平叙文は一般的に文末の語が最も低く
発音される傾向があり、本調査で用いたNS音声
においても全てのパートで最後の語が最も低い
ピッチで発音されている。一方で、学生音声は文
末におけるピッチの下降がないものが多いため、
最小値の平均がNS音声の最小値よりも高い値を
取ったと考えられる。この結果から、既述した金
丸（2013）でも指摘されているように、学習者の
音声は下降調におけるピッチの下がり具合が不十
分である可能性が高いと言える。
学生音声のピッチ幅の平均値はNS音声のもの
と比べて小さく、音の高低差があまりない読み方
をしていることがわかる。特に比較的語数が少な
い文や節であるパートⅠ（ 7語）とパートⅣ（ 5
語）においては、NS音声のピッチ幅はどちらも
140Hz前後であるのに対し、学生音声のピッチ幅
平均値はパートⅠにおいて87Hz、パートⅣにお
いて63Hzと、かなり小さい値となっていること
がわかる。学生が音読する文や節はNS音声と比
べて全体的にピッチ幅が小さく、特に語数が少な
い場合にはピッチの変化をつけにくい傾向がある
と考えられる。
また図 1～ 4に示されているように、各パート
図3．パートⅢにおいて学生が最も高いピッチで読んだ単語とその人数（人）
（＊はNSが最も高いピッチで読んだ単語を示す）
図4．パートⅣにおいて学生が最も高いピッチで読んだ単語とその人数（人）
（＊はNSが最も高いピッチで読んだ単語を示す）
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ピッチ（Hz)
時間(s)
最大値 最小値 幅
NS音声 　 297.09 157.23 139.86 1.47
学生音声 
(n=15)
平均値 256.94 188.67 68.27 2.85 
標準偏差 25.02 20.27 22.59 0.66 
表4．パートⅣにおけるピッチの値と発話時間
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の最初の語（文頭の語や接続詞）を最も高い音で
読む学生が多いということが明らかになった。学
生音声においては文頭の語が少々高いピッチで
読まれ、その後ピッチが下がり、文末までピッ
チが上昇しない傾向がある。パートⅢにおいて
は、NS音声においても学生音声においても最初
のpeopleが最も高く発音されているという点は同
じであるが、NS音声ではその後数回ピッチの上
昇が見られる一方で、学生の音声はピッチの大幅
な上昇がない場合が多い（図 5、 6）。
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図5．NS音声（パートⅢ）のピッチ曲線
図6．学生音声（パートⅢ）のピッチ曲線の例
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また、英語においては内容語（名詞、動詞、形
容詞、副詞など）が文アクセントを受ける（文の
中で強く高く読まれる）ことが多い一方で、機
能語（前置詞、助動詞、代名詞、冠詞、接続詞、
be動詞など）は弱く発音される傾向がある（竹
林，2013など）が、学生が高いピッチで発音した
語を見てみると、機能語である前置詞（of、to、
from）やbe動詞（are、is）、助動詞（can）も含
まれていることがわかる。本調査では録音前の音
読練習量が非常に少なかったため、学生が音読を
する際にはそれぞれの文や単語の意味についてあ
まり意識をせず、文の中でそれほど重要な意味を
持たない機能語を高い音で発音する学生もいたと
考えられる。
4.2　発話時間について
学生音声はNS音声の約 2～2.5倍の時間がか
かっていることがわかる。指導をほとんど受けて
いない状態での音読音声であるため、読むスピー
ドがNSよりも遅いことは当然ではあるが、前述
したYabuuchi（2001）の研究結果において発話
時間が長いほどネイティブの評価が下がったこと
を踏まえれば、学習初期のゆっくりとしたスピー
ドで読む段階から、徐々により速く読むための指
導や練習が不可欠であると考えられる。
5 ．まとめと今後の課題
本調査で明らかになった結果から、日本人学生
が音読した音声の特徴と指導に関する示唆をまと
めると次のようになる。まず平叙文における文末
のピッチの下降が十分ではないため、発音指導に
おいては高く読む箇所だけでなく低く読む箇所に
ついても明確に意識させることが必要であると考
えられる。また学習者が語数の少ない文において
音の高低差をつけるのが難しい傾向にあること
と、発話時間がかなり長めであることを考慮に入
れると、学習初期の段階では、まず語数が少ない
文の中で音の高低差と発話スピードを意識しなが
ら音読する練習を繰り返し行い、徐々に読む語数
を増加させるという方法が効果的であると推察で
きる。さらに、日本人英語学習者は文頭の語を高
く読む傾向があるため、内容語と機能語について
理解させ、聞き手に対して重要な情報であると思
われる単語に強勢をつけて読むような練習が必要
であると思われる。
本調査においては調査協力者数が極めて少ない
ため、今後はさらに多くの協力者を得てその音声
を分析し、本調査で見られた傾向の信憑性や、問
題点を解決するための指導方法についてさらに実
践的に検証しなければならない。
従来のクラス全体に対する画一的な英語発音指
導においては、学習者が実際にどのように発音し
ているのか教員には把握ができなかったが、近年
の情報通信技術の発展により、ピッチ曲線が視覚
的に示されるPraatなどのソフトウェアを簡単に
入手できるようになった。これからの発音教育に
おいてはこれらを有効に活用しながら、学習者一
人一人の発音の問題に対処できる指導方法につい
てさらに研究を重ねていく必要がある。
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